
令 和 ６ 年 ２ 月 １ ９ 日 

 建設公営企業常任委員会説明資料

都市政策部都市戦略室まちづくり課

芦屋市屋外広告物条例（平成２８年７月施行）に係る取組の総括について 

１ 条例制定に至る経緯 

   市条例施行までは兵庫県の屋外広告物条例に基づく規制を行っていたが、本市に相

応しい広告物の規制誘導を目的として、景観行政団体に移行した平成２６年度より市

独自条例の規制について検討を行い制定に至った。 

平成２６年 ４月１日 芦屋市が景観行政団体へ移行 

   平成２７年 １月     芦屋市景観計画の策定 

１２月   芦屋市屋外広告物条例制定    【資料１】 

２ 屋外広告物の推移と現状

※補助対象は建築物その他の物件に堅固に取り付けられ工事などが必要と考えられるもの。 

 なお、上段は事業所に係る数値、下段のカッコ書きは広告物に係る数値を記載している。 
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３ 補助制度と取組 

（１）補助制度 

条例施行時に、兵庫県屋外広告物条例に基づき適法に設置されていたものについて

は、経過措置とし、市条例の基準に適合させるための撤去や改修を行う場合、補助金を

交付する制度を設け、早期改修を促すため、令和元年６月までの条例施行後３年間につ

いては限度額と補助率を高く設定した。 

制 定 期 間 
補 助 率 

限 度 額 
改修 撤去 

当初 H28.7.1 R1.6.30 までに完了 
１／３ ２／３ 

１００万円

変更 H29.10.1 ２００万円

当初 R3.6.30 までに完了 

１／３ １／２ ５０万円変更 R2.9.1 R4.6.30 

変更 R3.12.1 R6.3.31 

（２）補助制度の活用状況 

年度 
実施件数 補助対象経費 

（千円） 

補助金額 

（千円） 申請数 物件数 個数 

Ｈ２８ ６ ６ １２ ２，４５９ １，５３５

Ｈ２９ ３７ ３７ ５７ ２３，２０３ １３，３４６

Ｈ３０ ９１ １３５ ３１８ ６５，８８７ ３３，９６７

Ｒ１ １３２ １７７ ３４５ １０４，５０９ ５４，５４７

Ｒ２ １８ １８ ３６ ２０，１４３ ４，６１４

Ｒ３ ２４ ２５ ５２ １１，７５４ ４，６０７

Ｒ４ ４ ４ ６ ３，００５ １，１４７

Ｒ５（見込） ２６ ２６ ４５ １４，０２４ ５，０１０

合計 ３３８ ４２８ ８７１ ２４４，９８４ １１８，７７３

（３）対象者への取組 

広報あしやへの掲載     １３回（平成２８年３月と平成３１年３月は臨時号） 

事業者への書面での通知    ８回（延べ 約２４００件） 

電話連絡（補助対象者全数） 平成３１年度（延べ 約４６０件） 

事業者への直接訪問     令和５年度（延べ ８６件） 

（４）良好な広告物の紹介 

   広報あしやでの紹介 （令和５年１１月号）※詳細はＨＰでも公開【参考資料】 

４ 条例施行後の変化及び評価【資料２】 

５ 今後の進め方について【資料３】  
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屋外広告物の規制 【資料１】
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条例施行後の変化及び評価 【資料２】

景観アドバイザー会議 令和４年７月２５日、８月１９日

【評価】・既存不適格物件についても順次是正が進んでおり、条例による景観への寄与
効果が着実に進んでいる。
・条例に適合していない箇所については今後も継続して対応していくことが重要。

都市景観審議会 令和６年１月１６日

【評価】・条例制定前と現在のまちなみを比較して、景観として良い成果が出ている。
・事業者に前向きに働きかけ、良いものを発信していくと良い。
・事業者に自主的に取り組んでいただけるよう、良い方向に促していくことが重要。

【今後の検討課題】
・規制するだけではなく建物と一体になった良いデザインで賑わいを創出する。
・内張りやデジタルサイネージ、ラッピングバスなどへの対応の検討。
・違反広告の分析（業種ごと、種類ごと）をしてはどうか。
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定点観測事例 ① 大原町（中央線大原町交差点から北を望む）
条例施行前

条例施行後

突出看板の撤去
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定点観測事例 ② 上宮川町（国道２号宮川付近から西を望む）
条例施行前

条例施行後

屋上看板等の撤去
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・芦屋の景観を共につくるという
意識の醸成
・芦屋にふさわしい広告物の紹介

・屋外広告物条例の周知
・広報あしやへの定期的な掲載
・先進事例の調査・研究

知 るつくる

・違反者に対する継続的な是正指導
・市内全域調査を定期的に実施

続ける

今後の進め方について 【資料３】
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【参考資料 広報あしや令和5年11月号抜粋】
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